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Ⅰ. EAJ事業内容のご説明 



◇ EAJは「安心」を提供する企業です。  

◇将来は、民間の領事館のようになりたいと思っています。 

ＥＡＪの目標 
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国際化を余儀なくされる日本経済にとって海外市場、とりわけアジア市場との関わりは避けて通れません。しかし、海外
にいる時でも、日本と同じような医療を受けられることが保証されていたら、どれだけ安心でしょうか？ 
 
ＥＡＪは、クロスボーダー/クロスカルチャーで活躍するお客様に対して、言語や社会制度、カルチャーギャップのある海
外でも、安心して医療などの必要なサービスを受けることができるように、 現地のインフラとお客様の間に入って、コー
ディネートする仕事を行っています。 
 
ＥＡＪは世界のあらゆる地域で「安心」をサポートできるよう業容を拡大し、お客様が安心して活動できる世界を広げます。 

現在、海外にある日本領事館は、医療関係、事故などの対応窓口として海外で生活する日本人を保護する業務をして
おり、海外で暮らす日本人にとって大変重要な存在です。  

 

けれど海外で欲しいサービスは様々です。ＥＡＪは民間であることを生かして高いレベルのサービスを提供し、海外で生
活してビジネスを行う日本人が頼れる存在になりたいのです。 

 

例えるならば、警察があっても民間警備会社があるように、日本郵便があっても宅配会社があるように、大使館・領事
館があってもＥＡＪがあるというような存在になりたいと思います。 

 

そして、世界中どこででも安心と安全を提供できる企業を目指します。 



日本の高度医療や健康診断を受診される外国人
患者等に対して、日本での受診を支援する一連の
サービスを提供、日本医療の海外輸出支援も実施 

企業や官公庁の海外駐在者や海外出張者に対し
て、医療アシスタンスサービスを提供するとともに
企業の安全対策を支援 

医療アシスタンス 
海外旅行保険加入者に対して、海外旅行中や出
張中の医療事象発生時に、様々な医療アシスタン
スサービスを提供 

海外旅行保険の付帯として
のアシスタンスサービス 

事業法人向け 

医療アシスタンスサービス 

国際医療コーディネート
サービス 

海外でのテロや暴動を含むセキュリティ分野の危
機管理サービスを提供 

事業法人向けセキュリティ
アシスタンスサービス 

事業 展開する主なサービス概要 

クレジットカード会員向け 

コンシェルジュサービス 

ハイクラスクレジットカード会員に対して、主に海外
でのコンシェルジュサービスを提供 

留学する学生に対して、海外医療アシスタンスサー
ビスを提供するとともに大学の安全対策を支援 

大学向け 

医療アシスタンスサービス 

当社事業 
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ライフアシスタンス 



ＥＡＪのネットワーク網 
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７ヶ国に海外センターを配置 (  米国、中国、タイ、シンガポール、英国、フランス、バングラデシュ) 

拠点数は全世界で13カ所、グループ要員数は310名 

世界各国で提携関係にある11,025件の医療機関と4,128件の海外プロバイダーを活用しサービスを提供 

アジア地域 
医療機関：3,641件  

プロバイダー：3,020件 

（内中国） 
医療機関：1,999件 

プロバイダー：2,829件 

北米地域 
医療機関：2,280件 

プロバイダー：143件 

日本 
医療機関：1,511件 

プロバイダー：162件 

大洋州地域 
医療機関：393件 

プロバイダー：45件 

アフリカ地域 
医療機関：462件 

プロバイダー：89件 

欧州地域 
医療機関：1,941件 

プロバイダー：468件 

中南米地域 
医療機関：608件 

プロバイダー：74件 

※プロバイダーとは当社がアシスタンス業務において協力を依頼する機関を指します。 

中東地域 
医療機関：189件 

プロバイダー：127件 
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独自性 
  日本資本で唯一アシスタンス事業を専業とし、世界規模でサービスを提供。 
  また、上場している（東証JASDAQ）アシスタンス会社は世界でも稀である。 

成長ポテンシャル 

高い新規参入障壁 
  新規参入時に医療機関ネットワーク網の構築、バイリンガルのコーディネー 
  ター等優秀な人材の獲得・教育が必要であり、多額の初期投資がかかる。 

既存サービスにおける更なる収益力増強（リエンジニアリング、シェアアップ） 

日本の医療の国際化に伴なう国際医療事業の拡大傾向 
アシスタンスインフラを生かした新しいサービスの展開 
セキュリティ・アシスタンスサービスの全世界での提供開始 

サービス品質の高さ 
  複数の言語を話し、保険と医療に詳しい日本人スタッフを多く擁し、日本人   
  ならではのきめ細かいサービスを提供。 

医療の国際展開における中心的役割 
  国家成長戦略の一分野である医療の国際展開において中心的役割を担い、 
  外国人患者受入で業界でも主導的地位を保持（医療ビザ申請第１号企業）。 

少ない競合企業 
  海外で病気や怪我をした患者様からの電話の受付、医療機関紹介から 

  搬送までワンストップで実施する会社は日本企業では当社だけである。  

独自性/強み 

ビジネスモデル 

ＥＡＪのポジショニング 



Ⅱ. 2015年度第１四半期連結累計期間の決算報告 



 売上高             753百万円（前年同期：   626百万円） 

 営業利益      48百万円（前年同期：   △４百万円） 

 経常利益      45百万円（前年同期：   △６百万円） 
 

 売上高は735百万円となり、前年同期比で20.2％の増収であった。 

 医療アシスタンス事業の売上は前年同期比で23.1％増 

 1～3月の海外出国者数については前年を下回ったが、当社のアシスタンスサービス
に関する売上高（ケース売上）は前年を上回った。 

 大型搬送案件等が比較的好調であった。 

 法人契約、大学向け契約、外国人患者受入事業で今期は前年同月比で売上が増加
した。 

 ライフアシスタンス事業の売上は前年同期比で5.1％増であった。 

 既存顧客へのコンシェルジュサービスの着実な提供、2014年から実施した新サービ
スの提供、新規顧客へのサービス提供により売上が順調に推移している。 

 
 主として医療アシスタンス業務受注量の増加予想に対応するため、人材・ＩＴへの投

資費用が増加。円安による海外センター費用の増加もあり、費用総額は増加。 
 しかしながら、｢EAJリエンジニアリング｣への取組などで想定費用以下に抑えられた

結果、営業利益は48百万円となった。 

 

 

 

第１四半期の業績サマリー 
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 経済産業省の産油国補助金に係る補助事業者に採択される 

     ４月にアラブ首長国連邦（UAE)と日本の医療分野における協力強化事業において、平成27

年度産油国石油精製技術等対策事業費補助金に係る補助事業者に採択される。 

 

 ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社と業務提携 

    ４月に米国のユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社と業務提携し、従来はアジア限定で提供

していたセキュリティ・アシスタンスサービスを全世界で提供できるようになった。この提携により
、当社は医療アシスタンスとセキュリティアシスタンスを組合せ、海外のあらゆる地域でトータル
リスク管理を「ワンストップ」で実施できるようになった。 

 

 EAJリエンジニアリングの推進 

    円安等の厳しい環境の中でも利益を着実に出す組織改築の取組み「EAJリエンジニアリング」

を全社を挙げて進めており、効率的な業務遂行を図るべくあらゆる部署で業務改善を実施し、費
用の抑制に努めている。 

 

 

 

 

 

 

第１四半期および直近のトピックス 
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前年同期 
（売上高利益率） 

第１Ｑ 
（売上高利益率） 

売上高 626 753 

営業利益 
△４ 

（△0.6％） 

48 
（6.4％） 

経常利益 
△６ 

（△1.0％） 

45 
（6.0％） 

四半期純利益 
△４ 

（△0.8％） 

39 
（5.2％） 

売上高 
 -前年に比べ海外出国者数が減少傾向にあ   
   るものの、アシスタンスサービスに関する 
   売上は前年比で増加し、法人・大学、イン 
   バウンド事業及びライフアシスタンス売上 
   も好調であり前年比で増収となった。 

費用 
 -サービス体制強化のための費用が増加 
  ・グローバル人材の採用と教育 
  ・医療機関ネットワークの拡充 
  ・高機能通信機器への設備投資 
  ・基幹業務システムの改修への投資 
 -円安による海外センターのコストの増加 
 -リエンジニアリングによる費用の抑制    

第１四半期連結累計業績 

（単位：百万円） 
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※ 調整額とは、各報告セグメントに配分していない全社費用のこと。 
※  セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。 

前年同期 第１Ｑ 

売上高 利益 売上高 利益 

医療アシスタンス事業 526 50 648 107 

ライフアシスタンス事業 99 30 105 27 

調整額※ ‐ △85 ‐ △86 

セグメント合計 626 △４ 753 48 

●医療アシスタンス事業は、海外出国者数が減少したものの、アシスタンスサービスに関する売上
（ケース売上）は前年同月比で増加した。 
●外国人患者受入に係る売上（インバウンド売上）は堅調に推移し、前年同期比で107％であった。 
●ライフアシスタンス事業は、サービスの拡充および新規サービス提供開始により前年同期比で売上
が増加した。 

セグメント別業績ハイライト 

（単位：百万円） 
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2014末 （構成比） 第１Ｑ末 （構成比） 

総資産 1,995 （100％） 2,136 （100％） 

 流動資産 1,690 （84％） 1,831 （85％） 

 固定資産 305 （15％） 304 （14％） 

 流動負債 1,211 （60％） 1,343 （62％） 

 固定負債 189 （９％） 170 （7％） 

参考：借入金残高 941 （47％） 991 （46％） 

 純資産合計 594 （29％） 622 （29％） 

資産 
  -ビジネス規模の拡大に伴い売掛金 
  および立替金が増加  

負債 
  -事業規模拡大に伴い、金融機関から 
  の借入金が増加  
  -損害保険会社等に関する前受金が 
   増加   

純資産 
  -当期純利益が発生 
  -配当金の支払いによる資本剰余金が  
  減少 

第１四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 



Ⅲ. 各種施策の取組み状況のご説明  



2015年全社重点事業目標の進捗状況 
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全社重点事業目標 

情報基盤の早期完成と習熟度のアップ 

法人契約及び大学契約の価値増大 

顧客群拡大への取り組み 

全センターへの「新電話システムの導入」が完
了。 社員による習熟度を向上させ、品質の向上、
効率化等を進める。 

企業や大学のリスク管理意識の高まりのもとに
積極的な営業活動を展開した結果、前年同期
比で売上増加。 

国際医療アウトバウンド事業の効率化 

アラブ首長国連邦（UAE）とおよびカタール国と
の日本の医療分野における協力強化事業を着
実に遂行し、今期売上計上した。 

EAJリエンジニアリング 

－構造改革で利益を上げる－ 

全社的なリエンジニアリングの取組みにより、全
業務について少数精鋭での処理体制作りに取
組み第１Ｑの黒字化に貢献した。 

第１Ｑの進捗状況 

国際医療インバウンド患者数の大幅拡大 
中国で当社ＷＥＢサイトをオープン。今後は効果
的なプロモーションの展開等により、中国からの
患者数の増大を目指す。 



平成27年度産油国石油精製技術等対策事業費補助金 

に係る補助事業者の公募採択に関するお知らせ 

中国のインターネット上でEAJのWEBサイトをスタート。 

中国人に日本の高度医療を紹介し、EAJがコーディネートを実施。 

各種施策に関する主要NEWS RELEASE 
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Ⅳ. セキュリティ・アシスタンス等について 



医療 

アシスタンス 

セキュリティ 

アシスタンス 

トータル 

リスク管理 

当社の法人向けセキュリティ・アシスタンス商品は4月からのユナイテッド・ヘルスケア・
グローバル社(UHCG)との提携により全世界でセキュリティアシスタンスサービスの提供
が可能になる（従来は、アジア地域で事業を展開する日本企業に限定してサービスを提
供） 。 

海外医療アシスタンスを通じて培われた当社の危機管理支援ノウハウとUHCGのセ
キュリティリスク管理能力を融合し、セキュリティリスク・ソリューションを提供する。 

医療アシスタンスとセキュリティアシスタンスを組合せることでトータルリスク管理をＥＡＪ
で「ワンストップ」で実施できる。 

ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社との業務提携 
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※ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社は、米国ミネソタ州に本社を置く同国最大手の医療保険会社ユナイテッド・ヘルス・グ
ループ（NYSE: UNH）の関連会社で、医療及びセキュリティ・アシスタンスをはじめとする保健ソリューションを世界125か国でクロ
スボーダー展開しております。 

  

 

全世界対応 全世界対応 全世界対応 



全世界でセキュリティ・アシスタンスサービスを提供 
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ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社(UHCG)との提携によりセキュリティ・アシスタン
スを提供できる範囲がアジアから全世界へ広がる。 

全世界でセキュリティ・アシスタンスサービスの提供を開始 

24時間365日アクセスできる 

 セキュリティ・ホット・ライン 

セキュリティ注意喚起及び警告 

緊急脱出 等 

従来はアジアでのみ 

セキュリティ・サービス 

を提供 



EAJのセキュリティリスク管理対応プロセス 
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渡航前のアシスタンス提供 
 
• 在勤者人選（適性評価、健診） 
• 現地の基本リスク情報収集 
• 顕在リスクに基づく脅威マップ
策定 
• 現地生活上のTo Do &Not To 

Do徹底 

• 潜在リスクの予見 
• リスク・シナリオに基づく危機
対応計画（国外避難計画等）の
策定 
• 渡航前教育訓練による周知 
徹底 

定常時のアシスタンス提供  
 
• リスク情報のリアルタイム収集 
• 現状リスクの解析・評価 
• 現地事業所や現地への渡航
者とのTwo way コミュニケー
ションラインの確保 
• 渡航者トラッキング 
• 情報開示・提供と指示 
• 危機対応計画の有効性検証
（想定訓練等の実施） 

非常時のアシスタンス提供 
 
• 脅威の認識と危機の予見 
• 現地事業所への段階的警告
発出と都度の安否確認 
• 現地において危険を回避する
行動の指揮命令 
• 早期避難の実行 
• 最終避難の実行と現地保安 
要員の安全確保 
• 現地状況の継続的モニター 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト 

マネージメント領域（定常時） 対応領域（非常時） 

緊急国外避難のプロセス 



海外で増大するリスク 
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 Political Risk（政治的リスク）:  
• 内戦・革命・クーデター、体制の変更、政権の移行、政策の急変 

 Economic Risk（経済的リスク）：  
• 通貨切り上げ、為替の急変、金融システムの不全 

 Legal Risk & Enforcement Risk（法制及び執行リスク）： 
• 法令・規制の改悪、裁量的な行政や司法の執行 

 Social Risk（社会的リスク）： 
• 環境保護団体やコミュニティによる環境保護主張活動によるプロジェクトの中断や取り消し 

 Infrastructure Risk（インフラリスク）： 
• 交通路・港湾（陸路、海路、空路）の遮断、サプライチェーンの寸断 

 Integrity Risk（信頼性リスク）： 
• 現地パートナー不適、内部者による腐敗行為、誹謗・中傷、海外腐敗行為防止法違反 

 Intellectual Property Risk（知的財産リスク）： 
• 知的財産等の流出・盗難と他者による流用・盗用、逆訴訟 

 Security Risk（治安リスク）： 
• テロ、暴動・デモ・反体制運動、暴行・拉致・誘拐、強盗・窃盗、労働争議  

 Medical Risk（医療リスク）： 
• 不十分な衛生・医療インフラ、風土病・感染症、生活習慣病、メンタルヘルス、環境汚染、交通事故 

 Natural Disaster Risk（自然災害リスク）： 
• 地震・津波、台風・洪水、干ばつ、豪雨、噴火、飢饉 

海外では以下のようなビジネスリスク・医療リスクが発生する。 

グローバリゼーションの進展により、海外在勤者及び海外渡航者が現地で遭遇しうるセ
キュリティ・リスクの量は増大し、多様化・高度化・複合化している。 



海外リスクに対しアシスタンス会社を利用することのメリット 
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●企業は海外在勤者及び海外渡航者に対して安全配慮義務を負うが、アシスタンス会社からセキュリ
ティや医療に関する専門的なサービスを受けることでリスクヘッジ、コスト節減が可能となる。 
●アシスタンス会社は海外在勤者及び海外渡航者にアシスタンスサービスを提供し、本社の危機管理
担当者に情報を提供することでクライアントに安全・安心を提供する。 

海外在勤者
海外渡航者 

企業 
危機管理担当者 

アシスタンス
会社（ＥＡＪ） 

安全配慮義務 

海外在勤者及び海
外渡航者自身のセ
キュリティ・健康管理 

緊急時に連絡 

セキュリティ・医療アシスタンス
サービスの提供 
（例：現地危険情報の提供・緊急脱出
支援、現地医療機関手配、帰国搬送
等） 

社員の危機管理情報 
健康情報の報告等 

危機管理に関する問合せ 

※企業がアシスタンス会社と直接
契約を締結した場合 



アシスタンス会社利用で海外リスクを低減 
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●企業や大学は海外のセキュリティ・医療リスクをアシスタンス会社を利用することで低減することがで
きる。 
●セキュリティ・医療リスクの低減は長期的に見れば企業・大学のコスト削減につながる。 

強 
 
 
 
中 
 
 
 
小 

低       中        高 

影
響
度 

発生確率 

強 
 
 
 
中 
 
 
 
小 

低      中      高 

発生確率 

（リスク例） 

テロ 

重症 

 

デモ 

入院 

 
危険情報入手 

怪我 
 

（アシスタンス
例） 

緊急脱出 

帰国搬送 

危機管理専門
家助言 

現地医療機関
モニタリング 

 
危険情報配信 

医療機関手配 

 

海外におけるセキュリティ・医療リスク アシスタンス会社利用によるリスク低減 

リスク低減 

リ
ス
ク
低
減 

※リスク低減効果はイメージであり、ある一定のパーセンテージを保証するものではありません。 

影
響
度 



海外24時間医療アシスタンスサービス 
海外における現地病院の紹介・予約                      

電話による医療通訳サービス  

入院費・治療費の支払保証・支払代行  

治療状況のモニタリング・セカンドオピニオンの提供                 

通訳の派遣 

緊急医療搬送（近隣医療先進国・日本への搬送） 
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当社が法人に提供するサービス 

海外医療コンサルティングサービス 
事業進出拠点の保健衛生状況調査 

信頼できる医療機関調査 

万が一の場合の緊急対応計画とその必要経費などの事前調査  

セキュリティサービス 
24時間365日アクセスできるセキュリティ・ホット・ライン 

◆セキュリティ上の注意喚起及び警告のメール配信（全世界対象) 

セキュリティ・プロフェッショナルによる電話アドバイス 

現地セキュリティ・プロフェッショナルの動員によるアシスタンス・サービス 
   現地の治安状況が悪化した際、最寄りの安全適地への 緊急国外避難支援 

 

セキュリティ関連情報例 

■【今週のトピックス】■  

◎    ネパールの地震（5月4日現在） 

 ネパールでは4月25日、マグニチュード7.9の大地震により同

国中心部に甚大な被害が生じました。救援活動も開始されま
したが、救援物資配送の遅延に対する被災住民の不満も高ま
っており、被災住民が救援物資を運ぶ車列を襲撃する事件も
報告されています。 

 航空便は国際線及び国内線も満席状態で、地上移動手段も
限られています。 

ネパールの社会生活が正常に戻るまでにはかなりの日数が
かかる可能性があります。メディアの報道を総合すると5月4日
現在の状況は次のとおりです。 

◇    概況 

首都カトマンズでは、屋外に避難していた被災者が破損した自
宅に戻ってきている。しかし住む家を失っった数千人が長期間
に亘り仮設テントで生活する状況が続く可能性が高い。 

 ラリトプール郡(Lalitpur)、バクタプール郡(Bhaktapur)、ダデ
ィン郡(Dhading)、ゴルカ郡(Gorkha)、ヌワコット郡(Nuwakot) 

緊急医療対応計画のシュミレーション例 



アシスタンスで世界を広げる 
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本説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、現時点で入手可能な情報に基づき判
断したものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおりま
す。それらの不確実性には、業界ならびに市場の状況、金利、為替変動、国内外の事業に影
響を与える政府の法規制といった国内及び国際的な経済状況などが含まれますが、これらに
限定されるものではありません。今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても
、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うものではありま
せん。 
 
また、当資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定はご自身の判
断において行われるようお願いいたします。 
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